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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は認知症に伴う食行動関連障害の予防、改善に資する知見を得ることで
ある。そこで、認知症患者の孤食と食行動関連障害の状況、それらに影響する要因を経時的に調査し認知症の状
態などとの関係を検討した。
本研究では認知機能の低下と食欲低下、うつ傾向、食事の中断、ADL、併存疾患数、抗認知症薬と向精神薬の服
用の有無に有意な関連があることを明らかにした。また、軽度認知障害と摂食嚥下機能障害との関連を明らかに
するとともに、口腔機能と口腔衛生管理が認知機能を改善する可能性を見出した。さらに認知機能と食欲、自立
摂食能力の低下が死亡発生と有意に関連していることを明らかにした

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to get knowledge that contributes to the 
prevention and improvement of problem feeding behaviors associated with dementia. Therefore, we 
investigated the situation of orphans and problem feeding behaviors of dementia patients, the 
factors affecting them over time, and examined the relationship with the state of dementia etc.
As the results, we found that there is a significant association between cognitive decline and 
anorexia, depression, food interruption, ADL, number of comorbidities, and presence or absence of 
antidementia and psychotropic drugs. In addition to clarifying the relationship between mild 
cognitive impairment and dysphagia, we found that oral function and oral hygiene management could 
improve cognitive function. And, it was revealed that cognitive function, appetite, and Self-feeding
 ability decline were significantly associated with the occurrence of death.

研究分野： 老年歯科
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研究成果の学術的意義や社会的意義
認知症に伴う食行動関連障害への対応は認知症患者の介護現場におけるケアの中で大きな負担となっている。ま
た、本障害は重度化した場合は、介護度の重症化や生命予後にかかわる状態に直結することもあり、本障害に対
する支援の負担をさらに大きくしている。食行動関連障害の予防、改善に資する知見を得ることは、全世界的に
認知症高齢者の急増が見込まれているなか、学術的な面だけでなく、社会的意義も極めて大きいと考える。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
認知症に伴う食行動関連障害（拒食、食事開始困難、食事中断、食物のため込みなど）への対

応は認知症患者の介護現場におけるケアの中で大きな負担となっている。また、本障害は重度化
した場合は、介護度の重症化や生命予後にかかわる低栄養状態に直結することもあり、本障害に
対する支援の負担をさらに大きくしている。 
我々は脳科学研究においてその存在が明らかとなってきたミラーニューロンシステム（他者の

運動を自分の運動として置き換えて活動する大脳皮質のニューロンシステム：MNS）（
Rizzolatti,1996）に着目し、嚥下運動に関するMNSが、嚥下運動の認知とその運動の誘発に関係
する脳の領野を賦活すると考え、健常者において機能的磁気共鳴画像法 (fMRI)と脳磁図(MEG)
を用いてその存在を明かにしてきた（Sanjo, 2011, Ushioda, 2012, Ogura, 2014）。 
また、もの忘れ外来に受診中の2861名の食行動関連障害の状況とそれに関連する要因を分析した
結果、軽度認知障害（MCI：Mild Cognitive Impairment）、アルツハイマー型認知症、レビー小体
型認知症で食行動関連障害の状況と、それに影響する要因が異なることを確認した。またMCI
からアルツハイマー型認知症に移行した患者13名（1年後の再評価を行ったMCI患者109名中）は
最近５年間の孤食の割合が多く、嚥下運動に関するMNSの低下がみられた。そこで認知症に伴
う食行動関連障害を改善する方法を確立することを目的に縦断調査および介入研究を実施する
こととした。 
 
２．研究の目的 
本研究では認知症に伴う食行動関連障害を改善する方法を確立することを目的として、地域在住
高齢者を対象とした大規模コホート調査、もの忘れ外来受診患者を対象とした縦断調査、地域在
住高齢者のうち軽度認知機能が低下した者を対象とした無作為化比較対照試験、介護老人保健施
設入所中の認知症要介護高齢者を対象とした縦断調査を実施した。 
 
３．研究の方法 
（１）地域在住高齢者を対象とした大規模コホート調査 
愛知県O市の地域在住高齢者5104名を対象に行ったコホート調査データを分析し、健常者2669名
とMCI 930名の判別に摂食嚥下機能の評価が有用であるか検討した。東京都I区の地域在住高齢者
7614名を対象に行った悉皆コホート調査データを用いて、認知機能低下と摂食嚥下機能、孤食、
食欲、栄養状態等との関連を検討した。また、150名の認知機能低下者に対して、脳画像検査、
アルツハイマー型認知症に関連するバイオマーカーを検査し、孤食、うつ状態、摂食嚥下機能、
睡眠効率との関連を検討した。 
（２）もの忘れ外来受診患者を対象とした縦断調査 
国立長寿医療研究センターもの忘れ外来受診中の患者5,209名の縦断データを収集しMCI 385名
とアルツハイマー型認知症患者853名に関して、孤食と食行動関連障害、認知症の状態に関連す
る因子について検討した。認知症患者に対しては、脳画像および脳機能検査（MNSに関する検
査を含む）を行い、食行動関連障害、孤食、栄養状態、摂食嚥下機能との関連を検討した。 
（３）地域在住高齢者のうち軽度認知機能が低下した者を対象とした無作為化比較対照試験 
東京都I区にて地域在住高齢者を対象に実施している３つのコホート調査参加者3155名に対して
、認知機能検査を実施し、MMSE23点以上26点以下の高齢者で、定期的歯科受診をしていない60
人を募集し、前期介入群30名と後期介入群30名に分けて、MNSを賦活する映像プログラム等に
よる無作為化比較対照試験（UMIN000032205）を実施した。 
（４）介護老人保健施設入所中の認知症要介護高齢者を対象とした縦断調査 
愛知県内の5つの特別養護老人ホーム入所中の重度認知症患者316名、387名を対象にそれぞれ1
年間、2年間の観察調査を実施し、認知機能と食欲(CNAQ :CouncilofNutritionAppetiteQuestionnaire)
、自立摂食能力(SFED :Self-Feeding Assessment Tool for Elderly with Dementia)と死亡発生との関連
を検討した。 
 
４．研究成果 
（１）地域在住高齢者を対象とした大規模コホート調査 
愛知県O市の地域在住高齢者5104名を対象に行ったコホート調査から健常者とMCIの判別に口
腔機能の評価が有用であることを明らかにした（Watanabe 2018）。東京都I区の地域在住高齢者
7614名を対象に行った悉皆コホート調査から、認知機能低下と摂食嚥下機能、義歯の有無との関
連を明らかにした（Kugimiya 2019）。 



 
認知機能と摂食嚥下機能、義歯との関連 

 
150名の認知機能低下者に対して行った脳画像検査およびバイオマーカーに関する知見について
は、現在それぞれ論文投稿中である。 
（２）もの忘れ外来受診患者を対象とした縦断調査 
国立長寿医療研究センターもの忘れ外来受診中の患者5,209名の縦断データを分析し、MCIとア
ルツハイマー型認知症患者で食欲低下とうつ傾向、食事の中断の有無に有意な関連があることを
明らかにした。またアルツハイマー型認知症患者では、ADL、併存疾患数、抗認知症薬の服用
の有無、向精神薬の服用の有無も有意に関連していることを明らかにした（Suma 2018）。 

 
アルツハイマー型認知症における食欲関連因子（オッズ） 

 
また、認知症患者3,303名に対して実施した脳画像および脳機能検査と食行動関連障害、孤食、
栄養状態、摂食嚥下機能との関連については現在分析中である。 
（３）地域在住高齢者のうち軽度認知機能が低下した者を対象とした無作為化比較対照試験 
東京都I区の３つのコホート調査参加者で軽度認知機能が低下していた60人を対象に実施した無
作為化比較対照試験では、MNSを賦活する映像プログラムを用いた口腔機能管理、口腔衛生管
理に関する8カ月間の介入によりTMT-B といった注意力や集中力を検証する項目が有意に改善
することが明らかとなった（現在論文作成中）。 

 
介入効果（TMT-B） 

 
（４）介護老人保健施設入所中の認知症要介護高齢者を対象とした縦断調査 
特別養護老人ホーム入所中の重度認知症患者316名の1年間の観察調査から、CNAQによる食欲低
下者は1年間の死亡発生のリスクが有意に高いことが明らかになった（Mikami 2018）。また、特
別養護老人ホーム入所中の重度認知症患者387名の2年間の観察調査から、SFEDによる自立摂食
能力低下者は2年間の死亡発生のリスクが有意に高いことが明らかになった。特に食行動関連障
害や摂食嚥下機能に強く関連すると思われる「食物をこぼすことなく食べることができる」、「食
べることに対して注意を維持することができる」、「むせることなく嚥下することができる」の項
目が有意に死亡発生と関連していた（Sakamoto 2019）。 



 
   食欲低下に関する生存曲線         自立摂食能力に関する生存曲線 
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